


今治版ネウボラ拠点施設整備基本計画（案）概要

拠点のあり方

子育て世代のハブとなる拠点

はぐくむ

こども・子育て世代を中心に誰もが利用できる拠点

つながり

中心市街地におけるリーディングプロジェクト

つどい

 関連機関の集約・連携を通じて、子育て支援機能の強化・拡充を図る

 本市における子育ての象徴的な存在として、関係部署や関係機関との円滑

な連携を図るためのハブとしての役割を担い、まち全体で子育てを支える環

境の充実を目指す

 複合化の特性を踏まえ、機能間連携、施設の一体利用等をとおし、ソフト・

ハード両面において、シームレスな、交流しやすい拠点とする

 誰もが使いやすい全世代型の施設とするとともに、全市から幅広く利用者を

集める施設とすることを目指す

 事業用地を含む中心市街地は、本市の中心拠点として位置づけられ、複合

的な都市機能の集積や官民連携によるまちなかの賑わい創出などが目指さ

れている

 多くの市民が利用する魅力的な場所とすることで、以降の再整備を先導し、

周辺施設と連携し相乗効果を発揮していくことを目指す

①整備用地
旧日吉小学校グラウンドの一部、日吉公園、中央公民館、
旧働く婦人の家、旧中央乳児保育所を含む一団の公有地

②施設機能
子育て世代活動支援センター、児童センター、保健センター、
地域交流センター（公園及び駐車場150台程度）

③施設規模
延床面積 約7,850㎡

④施設整備費想定
約71億円

※建物本体工事費のみ。
外構、解体撤去費、防災、省エネ対応費用等は別途必要。

⑤事業手法
DBO方式
（民間事業者に施設の設計、建設、維持管理・運営も一括して
発注を行う手法）

（子育て支援機能：約31億円）
（保健センター・地域交流センター機能：約40億円）



・0歳～18歳までのすべてのこどもの居場所となる施設を目指します。
・特に、中高生に関しては、居場所だけでなく、自分らしい多様な活動をサポート
できる拠点とします。

施設利用イメージ

・こどもを遊ばせながら子育てに関する相談ができるなど、相談のハードルを下げる
ことにより必要な人が必要な支援につながれるようにします。

・地域交流センターの機能を最大限に活かし、あらゆる世代の活動・交流を
支援します。

・日常的にそれぞれの時間を過ごせる場所、まちに関わるイベントの場として、
公園と施設が一体となった憩い、賑わいの空間を創出します。



想定事業スケジュール
 今後想定される事業スケジュール（DBOの場合）は以下のとおりです。

 DBO以外の手法を採用する場合においても、2030年度での供用開始を目指します。

今後のスケジュール
 令和6年3月2８日～令和6年4月26日・・パブリックコメント

 令和6年4月12日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・今治市民提言会議

 令和6年5月上旬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・「（仮称）今治版ネウボラ拠点施設整備基本計画」公表

（年度）



市内全域で子育て環境を充実

 大型商業施設において、保健師や助産師、

保育士といった専門職への相談ができる

機能的な相談サテライトの新設
 養育環境等に課題を抱える児童等の居場所づくり

広い市域をカバーする子育て支援体制を
構築するために、ネウボラ拠点施設をハブと
して市全体でこどもが真ん中の子育て世代
に寄り添った環境の充実を目指している。

●保育所（園）など地域の身近な相談
窓口を充実（相談サテライト）

●市内各所の公園なども今治版ネウボラの
「遊び場サテライト」として新たに整備する

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度



令和５年度「すくすくガーデン」完成状況

しまなみアースランド 今治交通公園 朝倉緑のふるさと公園

藤山健康文化公園 よしうみバラ公園





ドッグランの整備イメージ

中大型犬用

約650㎡

小型犬用

約500㎡

桜井総合公園ドッグラン（案）

湯ノ浦ハイツ跡

〇トイレ

芝生広場

（臨時駐車場）

多目的広場

日本庭園

〇水飲み､洗い場

屋根付

休憩所

階段

階段

出入口

出入口

出入口

(至:ｸｱﾊｳｽ駐車場)

出入口

ドッグランイメージ

ベンチ

ベンチ

ベンチ

ベンチ

ベンチ

ベンチ

中大型犬用小型犬用

写真①

写真②

①

②

中大型犬用 小型犬用

トイレ
洗い場ベンチ

半
面

 約
90ｍ

+扉
1m×

2

半面 約66ｍ+扉1m×2

間仕切 約43m

松山市石手川緑地｢わんパーク｣

ネット全長　約199m+扉1m×4




